
田
矢
城
跡

　　

伊
賀
市
川
合
の
集
落
か
ら
西
に
向
っ
て
坂
道
を
登

り
詰
め
る
と
大
江
集
落
の
引い

ん
じ
ょ
う
じ

接
寺
に
行
き
当
た
り
ま

す
が
、
そ
の
背
後
の
山
が
田
矢
城
跡
で
す
。
天
正
９

年
（
１
５
８
１
）
の
織
田
信
長
に
よ
る
伊
賀
侵
攻
の

際
、
城
主
の
田
矢
氏
を
始
め
河
合
地
域
の
人
々
が
立

て
籠
も
っ
た
城
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
賀
地
域
で
は
、
中
世
城
館
跡
が
６
０
０
ほ
ど
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
田
矢
城
跡
は
、
そ
の
中
で
も
規

模
が
大
き
く
、
南
北
３
０
０
ｍ
に
わ
た
り
平
坦
地
が

並
ん
で
い
ま
す
。そ
の
中
央
部
に
位
置
す
る
主し

ゅ
か
く郭
は
、

縦
35
ｍ
×
横
30
ｍ
の
広
さ
が
あ
り
、
防
御
の
た
め
周

囲
を
堅
固
な
土ど

る
い塁
で
囲
み
、北
側
お
よ
び
西
側
に
は
、

堀ほ
り
き
り切
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
側
土
塁
の
内
側

壁
面
は
、
高
さ
３
ｍ
、
長
さ
16
ｍ
に
わ
た
り
石
垣
が

積
ま
れ
る
ほ
か
、
南
側
の
虎こ

ぐ
ち口
（
出
入
り
口
）
周
辺

に
も
、
石
材
が
散
乱
し
、
石
垣
が
積
ま
れ
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

石
材
の
使
用
は
、
伊
賀
の
中
世
城
館
跡
で
は
、
珍

し
く
、
ほ
か
に
音
羽
城
と
福
地
城
、
丸
山
城
な
ど
で

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
郭
の
西
側
に
あ
る
一
段
高

い
20
ｍ
四
方
の
平
坦
地
は
櫓や

ぐ
ら
だ
い台

な
ど
の
構
築
物
が
、

設
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
主
郭
の
虎

口
は
、
南
側
土
塁
の
東
端
部
と
東
側
土
塁
の
中
央
部

の
２
カ
所
に
あ
り
、
南
側
の
虎
口
は
正
規
の
出
入
り

口
で
す
が
、
東
側
の
虎
口
は
、
す
ぐ
下
が
急
斜
面
で

道
ら
し
き
も
の
は
な
く
、
下
か
ら
は
斜
面
を
よ
じ
登

ら
な
い
と
主
郭
内
へ
進
入
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

に
東
側
の
虎
口
は
、
東
の
谷
道
か
ら
攻
め
登
る
敵
兵

を
迎
へ
撃
つ
た
め
城
兵
が
打
っ
て
出
る
専
ら
戦
闘
で

の
使
用
が
想
定
さ
れ
る
虎
口
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

城
跡
か
ら
の
眺
望
は
良
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

周
辺
の
尾
根
に
は
出で

ま
る丸

ら
し
き
遺
構
が
残
る
ほ
か
、

田
矢
城
跡
を
東
側
に
下
る
と
、
上
山
城
跡
や
三さ

ん
が
い
や
ま

蓋
山

城
跡
が
あ
り
、
有
事
の
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
城
と
連

動
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

織
田
信
長
の
事
跡
を
記
し
た
『
信
長
公
記
』
は
、

田
矢
氏
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
「
河
合
の
田
屋
と
申
す
者
、
名
誉
の
山
桜
の
真ま

つ
ぼ壺

な
ら
び
に
、
き
ん
か
う
の
壺
、
進
上
致
し
、
降
参

仕
り
候
。
即
ち
、
き
ん
か
う
返
し
遣

わ
さ
れ
、
山
桜
の
御
壺
止
め
置
か
れ
、

滝
川
左
近
に
下
さ
れ
候
な
り
。」
と
あ

り
、
圧
倒
的
な
勢
力
で
甲
賀
口
か
ら

攻
め
入
っ
た
信
長
の
二
男
で
総
大
将

の
織
田
信
雄
に
対
し
城
主
の
田
矢
氏

は
、
大
切
に
し
て
い
た
名
誉
の
壺
を

差
し
出
し
降
参
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

い
ま
す
。　教
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委
員
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生
涯
学
習
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　風水害や地震などの自然災害に
備え、複合型総合防災訓練を、１０
月１９日に緑ヶ丘中学校で市民の
皆さんや防災関係機関・行政機関
など４８の参加機関と合同で行い
ました。
　伊賀地域に大型で非常に強い台
風が接近し、河川の増水や土砂災
害の危険が高まっているなか、木
津川断層を震源とした震度６強の
内陸直下型地震が起こり、家屋の
倒壊による人的被害や火災、道路・
橋梁の損壊などの被害が発生して
いる想定で訓練が始まりました。
　災害対策本部長の指揮のもと消
防本部赤バイ隊などが被災状況の
情報収集を、また県警ヘリによる上

市
の
花

  

サ
サ
ユ
リ

市
の
木

  

ア
カ
マ
ツ

市
の
鳥

  

キ
ジ

空からの映像を災害対策本部に送
信する訓練や、住民の一斉避難を
周知する広報車、防災行政無線な
どを使った避難広報も行いました。
　住民は避難広報を受け、消防団の
誘導でロープを握り一斉に避難し
ました。また、水消火器やバケツ
を使った初期消火訓練、建物の下
敷きになった人などを救出し、応
急手当や仮救護所へ搬送する訓練
も行いました。
　ほかに河川の氾濫や道路被害に
より土のうで補強する訓練などや、
避難所体験・非常炊出し訓練など
もありました。
　訓練に参加した約８００人が災
害への対応力を一層強化しました。

伊賀市複合型総合防災訓練
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